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津軽広域連合だより…………Ｐ１５
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Town Topics

　今年度成人式を迎えた新成人が、平成19年度に常盤
小学校を卒業した記念としてグラウンドに埋めたタイ

ムカプセルの開封式を行いました。その後当時の担任

の先生から激励の言葉をいただいたり、卒業当時に撮

影した将来の夢のＤＶＤを上映したりして、楽しい時

間を過ごしました。

場所：常盤小学校
タイムカプセル開封式８

15

　平成27年藤崎町戦没者追悼式が行われ、戦争で亡く
なられた方々の死を悼みました。参加者は日本のため、

そして家族のために尊い犠牲となった戦没者の御霊の安

らかな眠りと平和を願い、祈りを捧げました。

場所：ふれあいずーむ館
平和と不戦の誓いを胸に８

20

場所：藤崎中央小学校

　JFAこころのプロジェクト「夢の教室」で、中央小

５年生が伊藤華
はなえ

英さん(元競泳選手)から夢を持つことの

大切さを学びました。児童達は体育館でゲーム形式の

運動でふれあった後、教室で伊藤さんの子どもの頃の

夢や競泳選手になるまでの経緯を真剣なまなざしで聞

いていました。

夢へ向かって一歩ずつ全力で９
１

　県下登山囃子藤崎大会が開催され、多くの団体が頂

点を目指して競い合いました。参加者は日頃鍛えたお山

参詣のお囃子の腕前を披露し、リズムの正確さや演奏の

巧みさ、そしてそれぞれの楽器の調和のとれた美しい音

色に、会場の観客は魅了されていました。

場所：町文化センター
磨き抜かれた技を競って８

20

　第46回津軽花火大会が開催され、会場は大勢の人で
賑わいました。昨年と同様、ときおり雨のちらつくあい

にくの天気の中での開催となりましたが、夏の夜空を彩

る美しい花火が次々と打ち上げられるたびに、客席から

は感嘆の声があがっていました。

場所：白鳥ふれあい広場
色彩豊かな花火の競演８

20

　８月23日(日)、常盤小学校グラウンドで行

われた「藤崎町民運動会」のひとこま。

　子どもが足に紙テープを結び、

大人がテープの端をもって一緒に

走る「いそぐとだめよ」では、慣れ

ない体勢に苦労しながらも、協力

してゴールを目指していました。

～表紙の説明～～表紙の説明～

に

れ

平
成
27
年
第
３
回　

議
会
定
例
会

会
期 

９
月
１
日
〜
10
日
の
10
日
間

　

平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら
10
日
ま

で
、
平
成
27
年
第
３
回
藤
崎
町
議
会

定
例
会
が
開
か
れ
、
発
議
２
件
、
報

告
４
件
、
議
案
18
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
承
認
お
よ
び
原
案
通
り
可
決

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

■
一
般
会
計

社
会
資
本
総
合
整
備
交
付
金
の
確

定
に
伴
う
歳
出
の
減
額
や
、
決
算

確
定
に
伴
う
繰
越
金
処
理
な
ど
を

中
心
に
、
歳
入
歳
出
と
も
２
１
６

６
万
２
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)

特
別

　

会
計　

５
０
９
４
万
３
千
円
減
額

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　

４
１
１
７
万
７
千
円
追
加

・
水
道
事
業
会
計

　

資
本
的
収
支　

　

１
１
２
万
６
千
円
追
加

・
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支　

　

５
３
０
万
８
千
円
追
加

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援援((

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
の
実
施
内
容

発
行
事
業
の
実
施
内
容))

に
つ
い
て

に
つ
い
て

①
販
売
期
間
と
販
売
内
容

①
販
売
期
間
と
販
売
内
容((

各
支
援
事

各
支
援
事

業
計
画
セ
ッ
ト
数
と
販
売
セ
ッ
ト
数
の

業
計
画
セ
ッ
ト
数
と
販
売
セ
ッ
ト
数
の

差
異
差
異))

に
つ
い
て

に
つ
い
て

②
子
育
て
支
援
分
と
低
所
得
者
等
支

②
子
育
て
支
援
分
と
低
所
得
者
等
支

援
分
の
対
象
世
帯
に
対
す
る
充
足
率

援
分
の
対
象
世
帯
に
対
す
る
充
足
率

は
１
０
０
％
な
の
か
に
つ
い
て

は
１
０
０
％
な
の
か
に
つ
い
て

③
販
売
期
間
中
の
混
乱
・
苦
情
に
つ
い
て

③
販
売
期
間
中
の
混
乱
・
苦
情
に
つ
い
て

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

国
の
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
等
を
活

用
し
た
、
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、

町
商
工
会
が
７
月
25
日
の
土
曜
日
か

ら
、
１
０
０
０
０
円
で
１
２
０
０
０

円
分
と
な
る
商
品
券
を
１
２
８
０
０

セ
ッ
ト
販
売
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
れ
を
受
け
、
生
活
支

援
を
目
的
と
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
購
入
割
引
券
発
行
事
業
」
を

実
施
し
、
子
育
て
世
帯
、
低
所
得

 

問

 

答 地
域
住
民
生
活
等
緊
急

地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
に
つ
い
て

支
援
交
付
金
に
つ
い
て

一 

般 
質 
問

奈
良　

完
治 

議
員

平成27年第３回　議会定例会

審議された議案の案件および内容審議された議案の案件および内容

■発議
・・政府による米価対策を求める意見書案

・・TPP日米協議の合意内容を明らかにし、国会決議に違反する合意の撤回を求める意見書案

■報告

・・平成26年度藤崎町健全化判断比率の報告の件

・・平成26年度藤崎町資金不足比率の報告の件

・・平成26年度藤崎町一般会計継続費精算報告書の報告の件

・・専決処分した事項の報告の件(損害賠償に係る和解及び損害賠償額の決定について)

■議案

・・藤崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町手数料条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町高額療養費貸付基金の設置及び管理運営に関する条例を廃止する条例案

・・弘前地区環境整備事務組合の共同処理する事務の変更及び弘前地区環境整備事務組合規約の

変更について

・・津軽広域連合規約の一部変更について

・・定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について

・・訴えの提起の件

・・平成27年度藤崎町一般会計補正予算(第３回)案

・・平成27年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別会計補正予算(第２回)案

・・平成27年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計補正予算(第２回)案

・・平成27年度藤崎町水道事業会計補正予算(第２回)案

・・平成27年度藤崎町下水道事業会計補正予算(第２回)案

・・平成26年度藤崎町一般会計歳入歳出決算の認定を求めるの件

・・平成26年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別会計歳入歳出決算の認定を求めるの件

・・平成26年度藤崎町藤崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めるの件

・・平成26年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計歳入歳出決算の認定を求めるの件

・・平成26年度藤崎町水道事業会計決算の認定を求めるの件

・・平成26年度藤崎町下水道事業会計決算の認定を求めるの件
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平成27年第３回　議会定例会 平成27年第３回　議会定例会

世
帯
お
よ
び
重
度
障
が
い
者
世
帯

の
合
計
３
０
４
０
世
帯
を
対
象
に
、

４
３
３
４
枚
の
割
引
券
を
発
行
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
１
２
０
０
０
円
分
の

商
品
券
を
５
０
０
０
円
で
購
入
で
き

る
も
の
で
、
対
象
世
帯
に
は
要
件
に

応
じ
た
枚
数
の
割
引
券
を
あ
ら
か
じ

め
送
付
し
、
一
般
販
売
に
先
駆
け
て
、

７
月
18
日
の
土
曜
日
か
ら
24
日
の
金

曜
日
ま
で
先
行
販
売
し
ま
し
た
。

②
配
付
枚
数
に
対
す
る
割
引
券
の
利

用
割
合
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
は
約

90
％
、
低
所
得
世
帯
は
約
76
％
、
重

度
障
が
い
者
世
帯
は
約
79
％
と
な
っ

て
お
り
、
全
体
で
は
約
83
％
の
世
帯

が
商
品
券
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

③
販
売
初
日
に
行
列
が
で
き
た
り
、

様
々
な
問
合
わ
せ
が
あ
っ
た
も
の
の
、

総
じ
て
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
商
品
券

は
７
月
中
に
完
売
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
先
行
し
て
重
点
的

地
方
創
生
に
先
行
し
て
重
点
的

に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

①
巡
回
バ
ス
等
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

①
巡
回
バ
ス
等
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
構
築
事
業
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ

再
構
築
事
業
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ

び
総
合
戦
略
策
定
事
業
・
観
光
人
材

び
総
合
戦
略
策
定
事
業
・
観
光
人
材

育
成
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
・
子
育

育
成
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
・
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
・
若
手

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
・
若
手

農
家
等
育
成
販
路
開
拓
事
業
の
現
在

農
家
等
育
成
販
路
開
拓
事
業
の
現
在

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
ま
ず
巡
回
バ
ス
等
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
事
業

で
す
が
、
町
が
運
行
す
る
巡
回
バ
ス
の

利
便
性
向
上
の
た
め
に
、
現
在
巡
回
バ

ス
の
乗
降
者
や
各
バ
ス
停
の
利
用
状
況

な
ど
基
礎
資
料
の
分
析
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
は
住
民
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行

う
な
ど
巡
回
バ
ス
運
行
の
課
題
を
整
理

し
つ
つ
、
よ
り
良
い
運
行
方
法
等
に
つ

い
て
Ｊ
Ｒ
や
弘
南
バ
ス
な
ど
の
地
域
公

共
交
通
と
の
連
携
を
見
据
え
た
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合

戦
略
策
定
事
業
で
す
が
、
町
の
人
口

の
将
来
展
望
を
示
す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
基
本
目
標
や
主
要
施
策
を
取
り
ま

と
め
た
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
、

町
の
人
口
の
自
然
増
減
や
社
会
増
減

の
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
18
歳
か

ら
44
歳
の
町
内
在
住
者
１
０
０
０
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
若
い
世

代
の
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
や
定
住

意
識
等
に
関
す
る
考
え
方
を
調
査
し

ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
は
有
識
者

等
で
構
成
す
る
藤
崎
町
総
合
戦
略
会

議
を
組
織
し
、
検
討
お
よ
び
検
証

を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

８
月
に
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総

合
戦
略
の
素
案
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
素
案
の
内
容
を
総
合
戦
略

会
議
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
議
員
の

皆
様
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
10

月
下
旬
頃
に
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ

び
総
合
戦
略
を
決
定
し
、
人
口
減
少
対

策
や
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
人
材
育
成
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
す
が
、
現
在
町
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
手
法
を
学
ぶ
「
ま

ち
歩
き
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
観

光
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
町
の
歴
史
や
地

域
資
源
の
理
解
度
を
深
め
る
「
ふ
じ

さ
き
検
定
」
の
開
催
や
相
互
に
交
流

①
当
町
で
は
学
校
司
書
を

配
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
図
書
館
は
子
ど
も
た
ち
の
読
書

習
慣
を
育
む
だ
け
で
な
く
、
自
主
的

な
学
び
の
場
と
な
る
重
要
な
施
設
で

あ
る
た
め
、
町
内
の
各
学
校
で
は
、

司
書
教
諭
を
は
じ
め
、
教
職
員
が
協

力
し
て
学
校
図
書
委
員
会
を
中
心
に
、

学
校
図
書
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
の
学
校
図
書
館
法
の
改

正
に
よ
り
、
学
校
司
書
の
配
置
は
自

治
体
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
校
司
書
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
国
の
動
向
や
県
の
指
導
等
を
注

視
し
て
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

藤
崎
町
農
産
物
拠
点
づ
く

藤
崎
町
農
産
物
拠
点
づ
く

り
事
業
計
画
に
つ
い
て

り
事
業
計
画
に
つ
い
て

①
「
町
産
業
創
造
協
議
会
」
等
で
の

①
「
町
産
業
創
造
協
議
会
」
等
で
の

検
討
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

検
討
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て

か
に
つ
い
て

②
大
規
模
「
戦
略
農
場
建
設
」
基
本

②
大
規
模
「
戦
略
農
場
建
設
」
基
本

構
想
に
つ
い
て

構
想
に
つ
い
て

③
事
業
実
施
の
た
め
の
人
材
確
保
策

③
事
業
実
施
の
た
め
の
人
材
確
保
策

と
事
業
規
模
の
見
通
し
に
つ
い
て

と
事
業
規
模
の
見
通
し
に
つ
い
て

①
協
議
会
は
会
長
に
青
森

中
央
学
院
大
学
の
塩
谷
未

知
教
授
、
副
会
長
に
町
認
定
農
業
者

協
議
会
長
の
横
山
英
樹
氏
、
町
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
加
藤
哲
也
氏
、
町
商
工

会
長
な
ど
15
名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
の
会
議
と
２
回
の

県
内
・
県
外
の
視
察
研
修
を
実
施
し
、

で
き
る
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設

な
ど
、
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
事
業
で
す
が
、
現
在
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
子
育
て
支
援
情
報
等

の
整
理
や
機
能
性
に
関
す
る
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
関
す
る
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
委
託
業

者
を
決
定
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
が
見
や
す
く
、
子
育
て
家
庭

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
ま
す
。

　

次
に
、
若
手
農
家
等
育
成
販
路
開

拓
事
業
で
す
が
、
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
担
い
手
と
な
る
若
手
農

家
の
経
営
力
強
化
や
多
角
化
の
支
援

を
行
う
た
め
、
農
産
物
の
商
品
力

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
販
促
Ｐ

Ｒ
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
首
都
圏
の
消
費

者
と
の
対
面
販
売
を
実
施
し
、
若
手

農
家
の
新
た
な
農
産
物
の
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
地

方
創
生
先
行
型
事
業
を
推
進
し
な
が

ら
、
今
後
、
町
民
が
将
来
に
夢
や
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
町
の
未
来

を
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略

で
示
し
、
来
年
度
以
降
、
人
口
減
少

対
策
や
地
方
創
生
に
向
け
た
本
格
的

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
司
書
に
つ
い
て

学
校
司
書
に
つ
い
て

①
当
町
の
配
置
の
有
無
に

①
当
町
の
配
置
の
有
無
に

つ
い
て

つ
い
て

今
後
の
町
農
業
を
ど
の
よ
う
に
持
続

さ
せ
て
い
く
の
か
や
、
町
の
農
産
物

拠
点
施
設
に
必
要
な
機
能
な
ど
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
今
後
の
協
議
と

な
り
ま
す
が
、
協
議
会
の
方
向
性
は
、

直
売
機
能
だ
け
で
は
地
域
農
産
物
の

一
年
を
通
し
た
活
用
が
困
難
な
た
め
、

直
売
機
能
と
町
に
見
合
っ
た
規
模
で

の
加
工
・
飲
食
機
能
を
組
み
合
わ
せ
、

地
域
全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

の
意
見
で
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
彩
と
き
わ
館
の
運
営
母

体
で
あ
る
町
農
産
物
直
売
組
合
の
役

員
会
で
も
、
協
議
会
で
出
さ
れ
た
意

見
等
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
役
員

か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
町

の
農
産
物
拠
点
づ
く
り
基
本
計
画
の

素
案
を
10
月
下
旬
頃
に
作
成
す
る
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
戦
略
農
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

作
成
し
た
町
農
産
物
拠
点
づ
く
り
基

本
構
想
書
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
戦
略
的
な
農
業
後
継
者

の
育
成
指
導
や
新
規
就
農
希
望
者
の

確
保
、
新
規
作
物
の
試
験
的
栽
培
な

ど
、
将
来
的
に
持
続
可
能
な
農
業
を

創
出
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
策
定
し
て
お
り
ま
す
、

町
の
将
来
的
な
水
稲
生
産
の
安
定
化

を
図
る
た
め
の
「
水
田
営
農
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
お
い
て
も
、
水
稲
単
作
で
は

な
く
、
水
稲
と
野
菜
等
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
を
推
進
す
る
方
向
で

作
成
を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
野
菜

生
産
者
へ
の
生
産
指
導
や
経
営
指
導

 

問地
方
創
生
先
行
型
事
業
に
つ
い
て

地
方
創
生
先
行
型
事
業
に
つ
い
て

 

答

学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

 

答

 

問

 

問 町
行
政
の
運
営
に
つ
い
て

町
行
政
の
運
営
に
つ
い
て

浅
利　

直
志 

議
員

 

答

県
等
で
組
織
さ
れ
、
事
務
局
を
国
土

交
通
省
浅
瀬
石
川
ダ
ム
管
理
所
と
津

軽
広
域
水
道
企
業
団
が
務
め
て
い
る

「
浅
瀬
石
川
ダ
ム
流
域
水
質
保
全
対

策
連
絡
会
」
で
は
、
水
源
地
の
廃
棄

物
不
法
投
棄
場
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

ダ
ム
湖
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
は
独
自
に
原

水
の
定
期
水
質
検
査
を
月
２
回
、
異

臭
味
物
質
の
検
査
は
６
月
中
旬
か
ら

10
月
上
旬
ま
で
、
週
１
回
の
頻
度
で

実
施
し
、
水
質
保
全
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

水
道
会
計
よ
り
農
集
排
事
業

水
道
会
計
よ
り
農
集
排
事
業

へ
の
貸
付
残
金
９
３
０
０
万

へ
の
貸
付
残
金
９
３
０
０
万

円
余
り
の
返
済
計
画
に
つ
い
て

円
余
り
の
返
済
計
画
に
つ
い
て

こ
の
貸
付
金
は
、
農
業
集

落
排
水
事
業
会
計
の
運

転
資
金
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
の
３
か
年
に
、
償

還
期
限
を
各
10
年
と
し
て
、
計

１
億
１
５
０
０
万
円
を
水
道
事
業
会

計
か
ら
貸
付
け
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
末
で
約
９
６
０
０
万

円
の
残
高
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
27
年
度
は
約
３
７
０
万
円
、
平
成

28
年
度
以
降
は
毎
年
約
３
１
０
万
円

を
償
還
し
、
さ
ら
に
各
年
度
の
償
還

期
限
の
満
了
時
に
は
残
額
を
一
括
返

済
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
31
年
度
ま

で
に
完
済
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
引
き
下
げ
・
メ

水
道
料
金
引
き
下
げ
・
メ

ー
タ
ー
使
用
料
ゼ
ロ
の
検

ー
タ
ー
使
用
料
ゼ
ロ
の
検

討
に
つ
い
て

討
に
つ
い
て

上
下
水
道
課
で
は
現
在
、
平

成
26
年
度
、
27
年
度
の
２

点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
旦
停
止
し

て
か
ら
の
発
進
と
な
る
た
め
、
凍
結

し
や
す
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

除
雪
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
十
分
に
行
い
、

融
雪
剤
の
散
布
等
適
切
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
道
県
道((

矢
沢
―
榊
ー
水
木
間

矢
沢
―
榊
ー
水
木
間))

の
制
限
速
度

の
制
限
速
度
5050
キ
ロ
を

キ
ロ
を
4040
キキ

ロ
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ロ
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

道
路
の
最
高
速
度
は
、
市
街

地
か
ど
う
か
の
地
域
区
分
、

車
線
数
、
中
央
分
離
帯
の
有
無
お
よ

び
歩
行
者
の
交
通
量
に
よ
り
、
40
〜

60
㎞
の
基
準
速
度
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
基
準
速
度
を
基
に
、
交
通
量
、

事
故
の
発
生
割
合
、
人
家
の
数
、
通

学
路
か
ど
う
か
、
歩
道
の
有
無
等
11

項
目
の
状
況
を
勘
案
し
、
青
森
県
公

安
委
員
会
で
決
定
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
質
問
の
県
道
の
制
限
速
度
に
つ

い
て
で
す
が
、
現
状
確
認
を
行
い
な

が
ら
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
期
目
へ
向
け
て
の
施
策
に

２
期
目
へ
向
け
て
の
施
策
に

つ
い
て

つ
い
て

私
は
、
平
成
23
年
11
月
の

選
挙
戦
で
、
「
融
和
」「
教

育
」「
福
祉
」「
産
業
」
「
入
札
」「
効

率
」
の
６
つ
を
公
約
に
掲
げ
、
町
民

の
皆
様
の
付
託
を
得
、
公
約
の
実
現

に
む
け
、
愚
直
に
そ
し
て
謙
虚
に
歩

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
約
の
進
捗
状
況
は
様
々
で
す
が
、

か
年
で
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
を
分
析
し
た
上
で
、
経
営
戦
略
を

計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
、

水
道
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

今
後
水
道
事
業
で
は
、
水
道
管
の

法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る
管
路
の
更

新
、
浄
水
場
の
受
水
槽
お
よ
び
配
水

ポ
ン
プ
施
設
等
の
耐
震
化
等
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

の
人
口
や
給
水
量
、
給
水
収
益
の
減

少
に
備
え
、
更
新
費
用
を
蓄
え
る
た

め
、
現
状
で
は
、
料
金
の
引
き
下
げ

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
当
町
の
よ
う
に
水
道
使
用
料

金
と
は
別
に
徴
収
す
る
場
合
と
水
道

料
金
の
総
括
原
価
の
中
に
含
め
て
徴

収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
方
法
に
よ
る
か
は
各
水
道
事
業

者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
水
道
料
金
の

引
き
下
げ
の
検
討
同
様
、
メ
ー
タ
ー

使
用
料
を
徴
収
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
今
後
の
水
道
事
業
を
考
慮
し
た

う
え
で
も
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
町
―
み
ど
り
団
地
入
口
交

下
町
―
み
ど
り
団
地
入
口
交

差
点
の
道
路
の
安
全
対
策
に

差
点
の
道
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

町
道
「
高
瀬
・
真
名
板
縁
線
」

は
、
平
成
19
年
か
ら
20
年

に
か
け
て
、
一
部
道
路
の
拡
幅
と
交

差
点
付
近
の
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
の
交
通
に
つ
い
て
は
、
交
差

私
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
に
町
長
選
挙
が
あ
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
〝
町
民
の
幸
せ
の

た
め
〞
、
愚
直
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
ご

支
援
を
心
よ
り
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

２
期
目
も
、
町
民
の
付
託
が
得
ら

れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
「
融
和
」「
教

育
」「
福
祉
」「
産
業
」「
入
札
」「
効

率
」
の
６
つ
の
公
約
を
基
に
、
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支

援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
に
「
若

い
世
代
の
希
望
を
か
な
え
る
ま
ち
」
、

地
域
全
体
で
積
極
的
に
福
祉
活
動
へ

の
参
加
や
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置

な
ど
「
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
」
、

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
自
然
・
歴

史
・
交
流
体
験
を
通
じ
て
、
た
く
ま

し
く
優
し
い
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
教
育
の
推
進
な
ど
「
子
ど
も
た
ち

が
輝
く
ま
ち
」
、
農
業
後
継
者
の
育

成
や
６
次
産
業
化
の
推
進
な
ど
「
強

い
産
業
を
育
て
る
ま
ち
」
、
住
民
主

体
の
創
意
工
夫
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や

利
便
性
の
向
上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
な
ど
「
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
が
「
藤
崎
町
に
住
ん
で
本
当

に
良
か
っ
た
。
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
。
」
と
思
え
る
よ
う
な
町
に
な
る

よ
う
、
本
当
の
意
味
で
の
「
町
民
が

主
役
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
む
け
、
来
る
４
年
間
も
精
一

杯
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
町
農

業
の
持
続
を
図
る
た
め
の
農
産
物
拠
点

施
設
の
検
討
を
最
優
先
に
考
え
、
戦
略

農
場
に
つ
い
て
は
、
町
に
相
応
し
い
規

模
や
適
切
な
時
期
で
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
町
農
産
物
拠
点
づ
く
り
事
業
実
施

に
向
け
た
事
業
規
模
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
施
設
規
模
や
運
営

経
費
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
施
設

運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
町
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
お
よ
び
中
小
企
業
診
断
士

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
事
務
方
で
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
規
模
の
見
通
し
は
、
基
本
計

画
素
案
に
盛
り
込
み
、
素
案
が
出
来

上
が
っ
た
際
に
は
、
議
員
の
皆
様
に

ご
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
確
保
に
関
し
て
は
、

基
本
計
画
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
町

民
や
議
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

い
た
上
で
、
事
業
規
模
に
応
じ
た
必

要
人
材
の
募
集
・
確
保
を
図
り
、
育

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
瀬
石
川
ダ
ム
管
理
者
お
よ

浅
瀬
石
川
ダ
ム
管
理
者
お
よ

び
津
軽
水
道
企
業
団
と
し
て

び
津
軽
水
道
企
業
団
と
し
て

の
水
質
保
全
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

の
水
質
保
全
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

浅
瀬
石
川
ダ
ム
で
は
、
平

成
24
年
に
発
生
し
た
水
道

水
の
異
臭
味
問
題
を
受
け
、
国
土
交

通
省
の
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
４
基

の
湖
水
循
環
装
置
を
平
成
25
年
７
月

１
日
か
ら
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ム
立
地
市
町
村
、
青
森

 

問

 

問

 

答

 

答

 

答

 

問

 

問

 

問

 

答

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

相
馬　

勝
治 

議
員

町
政
問
題
に
つ
い
て

町
政
問
題
に
つ
い
て

 

問

 

答

 

答
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国勢調査については、「国勢調査２０１５キャンペーンサイト」をご覧ください。国勢調査については、「国勢調査２０１５キャンペーンサイト」をご覧ください。

http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査２０１５ 検　索

総務省・青森県・藤崎町総務省・青森県・藤崎町

調査票の記入はお済みでしょうか？調査票の記入はお済みでしょうか？
平成２７年１０月７日までに提出してください！平成２７年１０月７日までに提出してください！

国勢調査に関するお問合せは、国勢調査に関するお問合せは、

平成27年国勢調査藤崎町実施本部(企画財政課内)平成27年国勢調査藤崎町実施本部(企画財政課内)

内線2222、2223、2224までどうぞ内線2222、2223、2224までどうぞ

◆◆　国勢調査は、平成27年１０月１日午前零時現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。　国勢調査は、平成27年１０月１日午前零時現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

◆◆　　記入していただいた調査票は、封筒に入れて調査員に渡していただくか、郵送で提出することができます記入していただいた調査票は、封筒に入れて調査員に渡していただくか、郵送で提出することができます。。

◆◆　調査結果は、　調査結果は、地方交付税の配分(藤崎町の主な財源である地方交付税は、国勢調査の人口や世帯数を基に地方交付税の配分(藤崎町の主な財源である地方交付税は、国勢調査の人口や世帯数を基に

　　配分されています。)　　配分されています。)やさまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環やさまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環

　　境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。　　境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

調査票を提出する前に、記入に誤りがないか、確認をお願いします調査票を提出する前に、記入に誤りがないか、確認をお願いします。。

※調査員に確認していただくことも可能です。※調査員に確認していただくことも可能です。

※インターネットで正しく回答されなかった世帯にだけ紙の調査票を配布しています。※インターネットで正しく回答されなかった世帯にだけ紙の調査票を配布しています。

　万一、インターネットで回答していなくて紙の調査票が届いていない場合は、下記までご連絡ください。　万一、インターネットで回答していなくて紙の調査票が届いていない場合は、下記までご連絡ください。

常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　0172ー65ー2210

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

○ 健康診査を受けましょう

　後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、１年に１回無料で受けられる健診(検診)を次の内容で実施しています。

　なお、お申し込みについては、ご自分で指定医療機関へご連絡ください。

　健診(検診)内容

◆健診(検診)を受けられる指定医療機関

　

　

　

　

　※せきばクリニックでは、胃がん検診を実施していません。

◆健診(検診)期間　平成28年２月29日(月)まで

○ 後期高齢者医療の障がい認定についてご案内します

　一定の障がいがある方は65歳から後期高齢者医療制度に加入できます。
◆「一定程度の障がい」とは？　

　・障害年金(１・２級)を受けている方 ・愛護手帳(A)をお持ちの方 ・精神障害者保健福祉手帳(１・２級)をお持ちの方

　・身体障害者手帳(１～３級)をお持ちの方、手帳(４級)をお持ちの方で音声機能または言語機能障害、

　　下肢機能障害の１号、３号および４号の方

　また、後期高齢者医療の被保険者証の交付を受けることで、現在ご加入している医療保険(国民健康保険・社会

保険等)を脱退する手続きが必要となります。

　ただし、後期高齢者医療制度に加入することにより、お一人おひとりに保険料を納めていただくことになり、

皆様にとってご負担が増える場合もありますので、制度加入については担当窓口までお問合せください。

特定健診

(基本的な健診)

問診・身体測定・血圧測定、尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血)、血液検査(総コレス
テロール・中性脂肪・HDL・LDL・AST・ALT・γ-GTP・アルブミン・血糖・HbA1c
・尿酸・クレアチニン・貧血)、心電図検査・眼底検査

腹部エコー 肝臓・胆のう・膵臓・腎臓・その他

が
ん
検
診

胃がん検診 胃部レントゲン
肺がん検診 胸部レントゲン
大腸がん検診 免疫便潜血検査２日法
前立腺がん検診 血液検査

■お問合せ　住民課国保年金係(内線2134)

医療機関 受診可能日
ときわ会病院・藤崎町立藤崎診療所 月曜日～金曜日
せきばクリニック・樽沢医院・常盤診療所 月曜日～土曜日
むらさわ内科クリニック 月曜日～日曜日(ただし木曜日を除く)
健生病院 月曜日～金曜日・第１、第２土曜日

○ごみの減量・リサイクルのために

　ごみは全て家庭や職場など日常生活の中から排出されるものです。私たちが生活し　ごみは全て家庭や職場など日常生活の中から排出されるものです。私たちが生活し

ていくうえで、「ごみ問題」は避けては通れない課題のひとつであり、ごみ焼却に伴ていくうえで、「ごみ問題」は避けては通れない課題のひとつであり、ごみ焼却に伴

う温室効果ガス(二酸化炭素等)の増大等は、地球環境の大きな問題です。う温室効果ガス(二酸化炭素等)の増大等は、地球環境の大きな問題です。

　ごみ減量・リサイクルへの取組は、環境への負荷を減らし循環型社会を築くための　ごみ減量・リサイクルへの取組は、環境への負荷を減らし循環型社会を築くための

非常に重要な取組です。非常に重要な取組です。

○３Ｒの実践をしましょう

　リデュース（Reduce）：廃棄物の発生抑制

　⇒ごみを減らそう。物を大切に使いましょう。

　　・マイバック・マイ箸を持参する。・食べ残しをしない。

　　・必要なものだけを購入し、無駄なく大切に使う。

　リユース（Reuse）：製品・部品の再利用

　⇒ものを繰り返し使いましょう。

　　・フリーマーケットやリサイクルショップを利用する。

　　・不要な服などをぞうきん等に利用する。

　リサイクル（Recycle）：再生資源の利用

　⇒再び資源として利用しましょう。

　　・分別収集への協力。

　　・拠点回収、店頭回収の活用。

■お問合せ　住民課環境係(内線2137)

町　民

事業者 行　政

循環型社会

　の構築

※藤崎町では古紙類(新聞・雑誌)の拠点回収場所を設置しています。　拠点回収場所：藤崎町役場横自転車置場

もったいない・あおもり県民運動キャラクター「エッコー」
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　　　　防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　　　　　75ー6371・75－6372　　　　　　　　　　　※通話料は利用者負担となります。　お問合せ　総務課行政係 (内線2 2 0 6・ 2 0 0 4 )

平成26年度国民健康保険特別会計決算についてお知らせします
藤崎町の国民健康保険について

　平成26年度の国民健康保険特別会計の決算額は、歳入19億4,805万円 、歳出19億3,556万円、差引き1,249万円

の黒字となりました。

平成26年度国民健康保険特別会計決算について

平成26年度 国民健康保険特別会計歳入

　国から交付される負担金等の国庫支出金が5億
8,011万円30％と、前期高齢者交付金等の支払基金
交付金が3億8,879万円20％と合わせて半数が国か
らの依存財源となっています。また、みなさんか

ら納付していただいた国民健康保険税の3億8,981
万円は歳入の20％を占めており、国民健康保険を
運営するための大切な自主財源となっています。

平成26年度 国民健康保険特別会計歳出

　歳出の内訳は、医療費支払となる保険給付費12

億2,279万円が歳出の3分の2程度を占めており、残

り後期高齢者支援金、高額・保険財政共同事業拠

出金等の拠出金等の順となっています。

国民健康保険疾病分類統計表 (平成26年５月診療分)

病類別受診状況

　藤崎町における病類別受診状況の医療費点数別で

は、循環器系の疾患(高血圧、心疾患、脳血管疾患

等)、新生物が18％、次いで内分泌、栄養および代

謝疾患が12％となっています。

藤崎町上位５疾病の状況(医療費)

　藤崎町における医療費ベースの上位５疾病では、

生活習慣病といわれる糖尿病や高血圧性疾患が医療

費を高く押し上げているのがわかります。これらの

予防には、若い時期から健康への意識を高め、食事、

適度な運動、酒やたばこを控える等、普段から心掛

けることが大切です。

国民健康保険の状況について

　平成26年度の国民健康保険被保険者数においては、

町の人口1万5,564人(平成27年３月31日現在)に対し、

4,975人で町全体の32％となっており、また、加入世

帯においては5,864世帯(平成27年３月31日現在)のうち

2,661世帯となっており、町全体の約45％の世帯が加

入しております。被保険者数および加入世帯が年々減

少傾向にあります。

資　格　状　況

　被保険者一人あたりの保険給付費は、24万６千円、１

世帯あたりは46万円となりました。被保険者数および加

入世帯数は年々減少傾向にありますが、保険給付費は増

加傾向にありました。ただし、平成25年度以降は、被保

険者の医療機関へのかかり方の配慮や保健指導の浸透等

により保険給付費が減少傾向にあります。今後も健全な

国民健康保険財政を運営するためには、被保険者一人ひ

とりが年１回の特定健診の受診や保健指導の活用、ジェ

ネリック医薬品の利用を推進し、増加する医療費を抑制

することが必要となります。

保険給付費状況

　被保険者一人あたりの国民健康保険

税額は７万９千円、１世帯あたりは14

万７千円となりました。また、国民健

康保険税(現年分)の収納率は、92.27％

となり、昨年度の93.65％と比較し、

1.38％減少となりました。

税　　状　　況

 東天書道会創立55周年記念「未来の家宝展」開催
【開催日】平成27年10月９日(金)～10月12日(月・体育の日)

【会場】常盤ふるさと資料館あすか【時間】午前９時～午後４時まで(最終日は午前９時～午後３時まで)

【後　援】藤崎町教育委員会・青森市教育委員会・弘前市教育委員会・黒石市教育委員会・田舎館村教育委員会

　　　　　藤崎町文化協会・東奥日報社・陸奥新報社・津軽新報社・ＲＡＢ青森放送・ＡＴＶ青森テレビ・ＡＢＡ青森朝日放送

【主　催】東天書道会・創立55周年未来の家宝展実行委員会　　

【お問合せ】藤崎町大字若松字森越30－5　佐々木　0172ー65－2171
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平成27年度藤崎町人事行政の運営等(職員の給与・
定員管理等)の状況を公表します

１ 職員の採用、退職の状況

区　分
平成２６年度 平成２７年度

退職者数 新採用者数

一般行政職 ８人 ３人

医　療　職 ０人 ０人

技能労務職 １人 ０人

合　計 ９人 ３人

(注１)職員数は一般職に属する職員数(教育長を含む)です。

３ 年齢別職員構成の状況(平成２７年４月１日現在)

区分
20歳
未満

20歳
〜
23歳

24歳
〜
27歳

28歳
〜
31歳

32歳
〜
35歳

36歳
〜
39歳

40歳
〜
43歳

44歳
〜
47歳

48歳
〜
51歳

52歳
〜
55歳

56歳
〜
59歳

60歳
以上

計

職員数 ０人 ５人 ９人 10人 ９人 17人 21人 14人 14人 17人 23人 １人 140人

４ 定員適正化計画の数値目標および進捗状況
■平成22年４月１日～平成27年４月１日における定員管理の数値目標

平成２２年４月１日
職員数

平成２７年４月１日
職員数

純減数 純減率

163人 151人 12人 7.4％

■お問合せ　総務課庶務係(内線2204)

　地方公務員法第58条の２および藤崎町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づき、
平成27年度藤崎町人事行政の運営等(職員の給与・定員管理等)の状況を公表します。
※詳細は町ホームページに掲載しています。

２ 職員数の状況（各年４月１日現在）

　　　　　　区　分
部　門　　　　　　

職員数(人) 対前年
増減数

主な増減理由
平成２６年 平成２７年

(注１)職員数は一般職に属する職員数(教育長を含む)です。(注２)[　]内は、条例定数の合計です。(注３)津軽広域連合に派遣中の職員は除きます。

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 ３ ３ ０

総 務 40 38 △2 退職者不補充

税 務 12 11 △1 体制の見直し

農 水 13 13 ０

商 工 ０ ０ －

土 木 13 13 ０

民 生 ９ 10 １ 体制の見直し

衛 生 14 13 △1 育児休業のための一時的な増の解消

計 104 101 △3 (参考)人口１万人当たり職員数　64.70人

教 育 部 門 23 21 △2 退職者不補充

消 防 部 門 ０ ０ －

小 計 127 122 △5 (参考)人口１万人当たり職員数　78.16人

公
営
企
業
等

会

計

部

門

水 道 ５ ５ ０

下 水 道 ３ ３ ０

そ の 他 11 10 △1 体制の見直し

小 計 19 18 △1

合　　　計
146
[ 167 ]

140
[ 167 ]

△6 (参考)人口１万人当たり職員数　89.69人

町職員の給与・定員管理等

■申込・お問合せ　〒038－3803　藤崎町大字西豊田一丁目1番地
　　　　　　　　　住民課子育て支援係　☎75－3111(内線2135、2136)

学童保育クラブ職員(指導員および補助員)募集のお知らせ
熱意のある方を募集します

◆職 務 内 容　　小学校３年生までの児童を対象として、放課後や土曜日等に家庭に代わる生活の場を提供し、

　　　　　　　　主に遊びを通じてその健全な育成を図るために、児童の安全及び健康に配慮しながら、必要な

　　　　　　　　活動を行います。

　　　　　　　　なお、学童保育クラブの職員には、指導員と補助員の２種類あります。

◆募集要件等　　藤崎町または近隣市町村に住所を有し、健康で子育てに熱意のある20歳～65歳未満の通勤可能
　　　　　　　　な方で、次のいずれかの条件を満たしている方

　　　　　　　　○指導員

　　　　　　　　　①保育士、社会福祉士、幼稚園･小中学校教諭等のいずれか資格を有する方

　　　　　　　　　②高等学校卒業者であり、２年以上放課後健全育成事業に類似する事業または児童福祉事業

　　　　　　　　　　に従事した方

　　　　　　　　○補助員　学童保育クラブ内での活動、指導の補助が可能な方。

◆採用予定人数　３名(指導員・補助員を問わず)

◆勤 務 時 間　　○月曜日から金曜日　　小学校の下校時間～午後７時まで

　　　　　　　　○学校休業日（土曜日や長期休業日等）　午前７時30分～午後７時まで
◆勤 務 場 所　　藤崎中央小学校児童クラブまたは常盤小学校学童クラブ

◆賃 　 　 金　　○指導員　時給720円　　○補助員　時給700円　　※交通費は支給されません。

◆受 付 期 間　　10月16日(金)まで(午前８時15分から午後５時まで)

◆申 込 方 法　　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真を貼付のうえ、住民課子育て支援係へ提出してください。

　　　　　　　　※土・日・祝日の受付はできません。郵送の場合は、10月16日(金)の消印有効です。

　　　　　　　　※履歴書提出時に面接の日程調整を行います。

　　　　　　　　※面接後、改めて採否等を本人に連絡します。

　学童保育クラブにて勤務可能な職員(指導員および補助員)を募集します。勤務を希望する方は、お問合せください。

１０月１日は「浄化槽の日」です
きれいな水で地球を守ろう

　「浄化槽の日」は、浄化槽法が施行されたのを記念して、昭和62年に厚生省・建設省・環境庁の３省庁の提唱により
設けられました。浄化槽法とは、浄化槽の製造から施工・管理・法定検査にいたるまでの流れを一つの体系で整備し、

浄化槽を設置している方に、より効率的に、より安心して浄化槽を使用していただくために制定された法律です。

○法定検査を受けましょう

　法定検査とは、浄化槽の保守点検・清掃が適正に行われ、本来の浄化機能が十分に発揮されているかを確認するた

め、都道府県知事が指定した検査機関が実施する検査です。青森県では(一社)青森県浄化槽検査センターが行います。

　「すべての浄化槽は、この法定検査を受けなければならない」と、浄化槽法に規定されています。地域の河川、

湖沼等公共用水域の水環境を守るため、法定検査を受けましょう。

◆検査の種類　①浄化槽法第７条検査

　　　　　　　新規に設置された浄化槽(使用開始後３か月を経過したときから５か月の間)の水質に関する検査です。

　　　　　　　浄化槽が適正に設置されていて、正常の機能を果たしているかどうかを確認するための検査です。

　　　　　　②浄化槽法第11条検査
　　　　　　　第７条による検査後、毎年１回定期的に受ける検査です。

　　　　　　　保守点検や清掃が適正に行われ、きれいな水が放流されているかを確認するための検査です。

　　　　　　※浄化槽保守点検業者との委託契約と別に法定検査の申込が必要です。

◆罰　　則　・保守点検や清掃が定められた基準に従っていないために、改善措置や使用停止を命ぜられたにも

　　　　　　　かかわらず、この命令に従わなかった場合、６か月以下の懲役または30万円以下の罰金
　　　　　　・法定検査を受けるように命ぜられたにもかかわらず、受けなかった場合、30万円以下の過料
　　　　　　・「浄化槽使用廃止届出書」を提出しなかった場合または虚偽の届出をした場合、5万円以下の過料
　　　　　　　

　　　　　　　■お問合せ　・浄化槽の設置、維持管理および各種提出書類　弘前環境管理事務所　☎31ー1900
　　　　　　　　　　　　　・法定検査機関　(一社)青森県浄化槽検査センター　☎017ー726ー9500
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５ 人件費の状況(普通会計決算)

区　分
住民基本台帳
人口(平成２６年度末)

歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率(B/A)
(参　考)

平成２５年度の人件費率

平成２６年度 15,564人 8,816,526千円 91,742千円 1,108,861千円 12.6％ 10.8％

６ 職員給与費の状況(普通会計決算)

区　分 職員数　Ａ
給　　与　　費 １人当たり

給与費(B/A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成２６年度 127人 440,311千円 45,147千円 165,245千円 650,703千円 5,124千円

(注１)職員手当には、退職手当を含んでいません。(注２)職員数は平成26年４月１日現在の人数です。

８ 職員の初任給の状況(平成２７年４月１日現在)

一般行政職
大学卒 174,200円

高校卒 142,100円

９ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成２７年４月１日現在)

区　　　　　分 経験年数１０年以上１５年未満 経験年数１５年以上２０年未満経験年数２０年以上２５年未満

一般行政職
大学卒 277,100円 311,100円 358,600円

高校卒 216,300円 289,600円 320,500円

技能労務職 高校卒 ― ― ―

10 一般行政職の級別職員数の状況(平成２７年４月１日現在)

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１　級 主事・主事補 16人 15.5％

２　級 主査・主事 ６人 5.8％

３　級 課長補佐・係長 39人 37.9％

４　級 課長補佐 27人 26.2％

５　級 課長 13人 12.6％

６　級 課長 ２人  2.0％

(注１)藤崎町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
(注２)「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(注１)「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当等の諸手当を合計したものです。

７ 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況(平成２７年４月１日現在)

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.3歳 316,300円 351,800円

技能労務職 52.6歳 308,000円 332,000円

■実績の概要(各年４月１日現在)

　　　　　　　区　分
部　門　　　　　　　

平成２２年
計画始期

平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 計

一般行政
職員数 112人 108人 105人 103人 104人 101人 －

増減 △４ △３ △２ １ △３ △11

教育
職員数 31人 27人 27人 24人 23人 21人 －

増減 △４ △３ △１ △２ △10

消防
職員数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 －

増減 －

公営企業
等 会 計

職員数 21人 21人 21人 19人 19人 18人 －

増減 △２ △１ △３

計
職員数 164人 156人 153人 146人 146人 140人 －

増減 △８ △３ △７ △６ △24

(注１)計画期間は、平成22年～平成27年の６年間です。
(注２)増減は、各年の欄については対前年比の職員増減数を、計の欄については計画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示しています。

■その他の手当（平成２７年４月１日現在）

手
当
名

内容及び支給単価
国の制度
との異同

国の制度
と異なる
内容

支給実績
(平成２６年度決算)

支給職員１人当た
り平均支給年額
(平成２６年度決算)

扶
養
手
当

配　偶　者 13,000円

同 － 14,191千円 202,728円

配偶者以外の扶養親族
１人目

配偶者 有   6,500円
配偶者 無 11,000円

配偶者以外の扶養親族　２人目以上   6,500円

15歳到達後最初の４月1日から22歳到達
後最初の３月31日までにある子の加算

1人につき
  5,000円

住
居
手
当

借
家
・
借
間

〔12,000円以上の家賃〕
①月額23,000円以下の場合　家賃－12,000円
②月額23,000円を超える場合
　(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
　　　　　　　　　　(支給限度額27,000円)

同 － 3,673千円 282,538円

手
当

通
勤

○交通機関利用者　運賃等55,000円以下の場合、全額支給
○交通用具使用者　２km～60km＝2,000円～31,600円 同 － 3,789千円 42,100円

手
当

管
理
職

管理または監督の地位にある職員について、その職務の
特殊性に基づき支給　(支給額：20,000円～35,000円) 6,120千円 306,000円

寒
冷
地
手
当

毎年11月から翌年３月までの各月の初日において在職す
る職員に対して支給(支給月額)

同 － 8,163千円 65,304円
世帯主

扶養親族 有 17,800円
扶養親族 無 10,200円

その他の職員  7,360円

11 職員の手当の状況
■期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額(平成26年度)　1,302千円

(平成26年度支給割合)　　○期末手当　2.50月分
　　　　　　　　　　　　○勤勉手当　1.45月分

(加算措置の状況)
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　○役職加算　５％～20％　○管理職加算　なし

■特殊勤務手当(平成２７年４月１日現在)

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

感染症防疫作業手当 右記の作業に従事した職員

感染症患者もしくはその疑いの
ある患者の救護または感染症菌
の附着もしくはその疑いのある
物件等に係る作業に従事したと
き

500円/日

死体取扱手当 右記の作業に従事した職員
火葬および行旅病死人等の死体
処理作業に従事したとき

800円/体

■退職手当(平成２７年４月１日現在）

(支給率) 自己都合 応募認定・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

(その他の加算措置)
○定年前早期特例措置　３～45％加算
○調整額　(０～33,350円)×60か月加算
○退職時特別昇給　なし
○応募認定・定年他　20,964千円(１人あたり平均支給額)

12 特別職の報酬等の状況(平成２７年４月１日現在)

区　分 給　料 報　酬 期末手当
退職手当

算定方式 １期の手当額 支給時期

町　長
648,000円
(720,000円) (平成26年度支給割合)

2.95月分

給料月額×在職月数×0.455 15,724,800円
任期毎

副町長
523,800円
(582,000円) 給料月額×在職月数×0.265  7,403,040円

議　長
243,000円
(256,000円)

(平成26年度支給割合)
2.95月分

副議長
213,000円
(225,000円)

議　員
204,000円
(215,000円)

(注１)退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基づき、１期(４年＝48月)勤めた場合における退職手当の見込額です。
(注２)給料、報酬欄の(　)内は減額措置を行う前の金額です。

町職員の給与・定員管理等

※特別職の給料月額10％を減額しています。
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やめよう！わら焼き！ 稲わらも貴重な資源です。焼却せず、収集やすき込みで再利用に努めましょう！
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農業用軽油引取税免税証の交付申請について

　中南地域県民局県税部では、平成28年に使用する農業用軽油引取税免税証の交付申請を次のとおり受付します。
　申請書等の用紙は、中南地域県民局県税部および農協各支店に用意してあります。申請が遅れると免税証の交

付も遅れることになりますので、受付期間を必ず守り、必要書類を添えて申請してください。

◆受付期間　11月４日(水)～11月30日(月)
◆受付場所　中南地域県民局県税部　弘前合同庁舎本館２階

◆必要書類等

○…提出が必須です　△…※３～５をご覧になり、該当する方は提出が必要です。

※１　免税証の交付枚数が多い方は切手代が402円を超える場合がありますので、不足のないようにしてください。
　　　(目安として60枚を超える方は450円分、120枚を超える方は515円分の切手が必要です。)
※２　使用者証の名義が変わる場合には、新旧の名義人の関係を証明する書類(住民票等)が別途必要になります。

※３　個人・共同の申請者で使用計画のある場合は、提出してください。

※４　使用機械に変更のある方については、更新の申請となり、新しい機械の譲渡証明書が必要となります。

※５　特例(報告書を６か月分まとめて提出することができます。)申請を希望する場合は提出してください。

■お問合せ　中南地域県民局県税部　軽油担当　32ー1131(内線228・278)

個人・共同 組合・法人
新規 継続 更新 新規 継続 更新

１ 簡易書留封筒(402円分の切手貼付のもの)　　　　　  　　　※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２ 免税軽油使用者証(共同)交付申請書　　　　　　　  　　　※２ ○ ○ ○ ○
３ 免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
４ 免税軽油所要数量計算書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
５ 農業委員会発行の耕作証明書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
６ 免税軽油使用計画書(様式任意)　　　　　　　　　　  　　※３ △ △ △ ○ ○ ○
７ 免税軽油使用実績書・受払書(様式任意)　　　　　　  　　※３ △ △ ○ ○
８ 組合(法人)の定款・規約・商業登記簿謄本等 ○
９ 組合員名簿(全員の押印があるもの) ○ ○ ○
10 使用機械譲渡証明書(販売証明書)　　　　　　　　　  　　※４ ○ △ ○ △
11 400円分の県証紙貼付の県税関係証明等原簿 ○ ○ ○ ○
12 誓約書 ○ ○ ○ ○
13 免税軽油の引取り等に係る報告書の提出期限の特例申請書　※５ △ △ △ △ △ △
14 前回交付の免税軽油使用者証 ○ ○ ○ ○
15 免税軽油の引取り等に係る報告書 ○ ○ ○ ○

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の８市町村により、要介護認定審査・障
害支援区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

　

藤
崎
町
の
二
大
特
産
品
で
あ
る

「
米
」
と
「
り
ん
ご
」
の
収
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を
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平
川
市

“津軽”の
話題満載

開催日 イ ベ ン ト 名 イ　　ベ　　ン　　ト　　内　　容 問 合 せ 先

1010
月月

10日 ひろさきりんごハロウィン 「りんご収穫感謝祭」として仮装コンテストやハロウィンパレードを開催します。
りんご王国推進会議事務局(弘前

市観光政策課内)　　☎35ー1128

11日
りんごの里板柳まるかじり

ウオーク2015
りんごの里をめぐる6、11、24ｋｍの３コース！りんごもぎとり体験もあります。

板柳町教育委員会 生涯学習課

☎72ー1800
15日～
11月8日

中野もみじ山ライトアップ

光のファンタジー
小嵐山と称される中野もみじ山。ライトに照らされたもみじは、鮮やかで幻想的です。 黒石市商工観光課　 ☎52ー2111

16日～
11月8日

弘前城菊と紅葉まつり
紅葉が美しい弘前公園内、弘前城植物園にて開催。菊花など、秋の草花を堪能

できます。
弘前市立観光館　　 ☎37ー5501

16～18日 津軽の食と産業まつり
津軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産品などを紹介。野外テント村や催

しも多数。

津軽の食と産業まつり運営協議会

事務局　　　　　 ☎33ー4111

17、18日
全国伝統こけし工人フェス

ティバル

全国のこけしがこけし館に集結。こけし工人による制作実演・展示即売が行わ

れます。
津軽こけし館　　　 ☎54ー8181

1111
月月

1～29日 平川市民文化祭2015 市民による歌や踊りなどの舞台発表や個性豊かな作品展などが行われます。
平川市文化協会事務局(平川市文

化センター内)　　　 ☎44ー1221

14、15日 羽州街道交流会平川大会 基調講演「吉田松陰と津軽」やパネルディスカッション、まち歩き等があります。 平川市経済部商工観光課　☎44ー1111

15日 第45回西目屋村民文化祭 村民による芸能発表や作品展、各種体験コーナーも開催されます。 西目屋村教育委員会 ☎85ー2858

21、22日 黒石りんごまつり りんごの即売会や市内商業者による産業展、りんご皮むき大会などが開催されます。
黒石りんごまつり実行委員会事務局

(黒石市商工観光課)　☎52ー2111

21、22日 収穫感謝祭＆シクラメン市
シクラメンなど、約5,000鉢の花々を展示販売！その他たくさんのイベントが目
白押しです。

田舎館村企画観光課　☎58－2111

23日 食＆農フェスタ（板柳町） 板柳町産のりんごやお米など、良質な農産物を堪能できる催しが盛りだくさん。 板柳町経済課　　　 ☎73ー2111

28日 カップリングパーティー 仕事で忙しい方や新たな出会いを望んでいる方、素敵な出会いをしてみませんか？ 平川市商工会尾上支所　☎57ー2317

28、29日(予定) 第42回町民祭（板柳町） 町民の活動や成果を披露。農産物などの即売会や各種体験コーナーもあります。 板柳町総務課　　　 ☎73ー2111

1212
月月

4、11、18日 弘南鉄道忘年列車 飲んだり、食べたりしながら2時間の電車旅を楽しめる企画列車です。 弘南鉄道株式会社　 ☎44ー3136

11～13日
22～24日

弘前市プロジェクションマッ

ピング
青森銀行記念館に、プロジェクションマッピングを投影します。 弘前市観光政策課　　☎35ー1128

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険証に変更があったときは1 4日以内に届出を !　

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

 
　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

11月

１１月５日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｈ26年３月～４月生
　●受　付　13:00～13:15
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、

　　　　　　栄養指導、歯科指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　アンケート、バスタオル等

１１月２６日(木)【３歳児健診】

　●対　象　Ｈ24年３月～４月生
　●受　付　12:30～12:45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、耳鼻科、

　　　　　　視力、聴覚、尿検査、精神発達、

　　　　　　栄養指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　アンケート、バスタオル等

１１月１９日(木)【１０か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ26年12月～Ｈ27年１月生
　●受　付　9:30～9:45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

１１月１９日(木)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10:00～11:00
　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル等

１１月４日(水)・１８日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　(４日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(18日）藤崎老人福祉センター

１１月６日(金)・２０日(金)【傾聴サロン】

　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(６日）町文化センター

　　　　　　(20日）常盤老人福祉センター

予防接種はお済みですか？

【日本脳炎】（無料）

○積極的勧奨の差し控えにより日本脳炎の予防接種を受けることができなかった方で、平成７年４月２日～

　平成１９年４月１日生まれの方は20歳未満までの間、定期予防接種を受けることができます。
○平成１９年４月２日以降にお生まれの方は、生後90か月(７歳６か月)まで定期予防接種を受けることができます。
　※生後90か月を過ぎると、１期初回(２回)と１期追加(１回)の予防接種を無料で受けることができなくなります
　　ので、ご注意ください。

【二種混合】（無料）

◆対象者　11歳以上13歳未満(小学６年生)
〈指定医療機関(日本脳炎・二種混合)〉

【成人の肺炎球菌】（一部助成）

◆対象者　次の年齢にある方(平成26年度～30年度までの間は経過措置の方を対象に実施)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈指定医療機関〉

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
◆接種料金　1,000円(生活保護の方は無料)
◆接種期間　平成28年３月31日まで(期間を過ぎると助成の対象にはなりません)
◆そ の 他　これまでに肺炎球菌の予防接種を受けたことがある方は、対象外となります。

■お問合せ　福祉課健康係(内線2123・2112)

せきばクリニック 75-3020 樽沢医院 89-7711
藤崎診療所 75-4111 むらさわ内科クリニック 75-6060
ときわ会病院 65-3771 健生クリニック 32-1178
田原小児科医院 62-4137 国民健康保険黒石病院 52-2121

せきばクリニック 75-3020
樽沢医院 89-7711
ときわ会病院 65-3771
常盤診療所 65-2210
福井診療所 75-4021
藤崎診療所 75-4111
むらさわ内科クリニック 75-6060

平成27年度に各年齢となる方
65歳 昭和25年４月２日生 ～ 昭和26年４月１日生の方
70歳 昭和20年４月２日生 ～ 昭和21年４月１日生の方
75歳 昭和15年４月２日生 ～ 昭和16年４月１日生の方
80歳 昭和10年４月２日生 ～ 昭和11年４月１日生の方
85歳 昭和５年４月２日生 ～ 昭和６年４月１日生の方
90歳 大正14年４月２日生 ～ 大正15年４月１日生の方
95歳 大正９年４月２日生 ～ 大正10年４月１日生の方
100歳 大正４年４月２日生 ～ 大正５年４月１日生の方

　次の定期予防接種は接種期間を過ぎると無料または一部助成を受けることができなくなりますのでご注意ください。

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　４名

代表取締役　木村　悦穂

弘前市代官町通り
（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 3333 - 50165016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会公益財団法人テクノエイド協会

て　んて　ん し ょ うし ょ う ど　うど　う

のの

てんちゃんてんちゃん

てんてんて
んてんて
んてん

国民年金のお知らせ

国民年金保険料

「５年の後納制度」開始

　「10年の後納制度」は過去10年間に納め忘れた
国民年金保険料を納付することができる仕組みで

す。(本来、国民年金保険料は２年を経過すると

時効により納付することができません。)この制度

を利用すれば、将来の年金を増やすことができま

す。

　「10年の後納制度」は平成27年９月30日をもっ
て終了しました。平成27年10月１日から３年間に
限り、過去５年間に納め忘れた国民年金保険料を

納付することができる「５年の後納制度」が始ま

りますが、10年の後納制度よりも納付できる期間
が短く、保険料の加算額が高くなります。

　なお、老齢基礎年金を受給している方などは、

後納制度の利用はできません。

　後納制度を利用するには、申請が必要です。詳

しくは次のお問合せまでご連絡ください。

　　　　■お問合せ　

　　　　国民年金保険料専用ダイヤル

　　　　 0570ー011ー050
　　　　弘前年金事務所国民年金課　☎27ー1337
　　　　住民課国保年金係(内線2133)

チャリティー主婦の手しごと作品展
日時　10月23日(金)～25日(日)の３日間
　　　午前10時～午後５時
　　　(最終日は午前10時～午後４時)
場所　イオン藤崎店１階　時計広場

主婦の手しごと作品展実行委員会

代表　小杉　いつ　080ー6029ー4040

作品　パッチワーク､レザークラフト､布小物､陶芸､押し花､
　　　あけび細工､アメリカンフラワー､クラフトバッグ 他

 急募！内職者等・正社員募集(各若干名)

・まとめ内職：ボタン付け、まつり、ラベル付け

            　(当社にて配送します)

・ミシン内職：当社ミシン貸与により自宅

　　　　　　　にて部分縫製

　　　　　　　(持ち運びできる方)

お電話連絡ください!
(株)ベイシックサンミッシェルトキワ藤崎工場　
藤崎町字西村井67-1 担当：今 崇行　75-2800

・パ－ト/　　 未経験者可(時給：700円)

　アルバイト：(各種時間対応、面談時調整)

・正社員(ソーイングオペレータ)
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紫
柳
社

八
月
例
句
会 

入
選
作
品
抄

　

題 ｢

上
役
」「
駅
」｢

運
」｢

裏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

波
麻

上
官
に
忠
実
だ
っ
た
特
攻
隊

と
き
め
い
た
青
春
駅
の
伝
言
板

一
球
の
運
で
掴
ん
だ
優
勝
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
さ
ち
子

お
み
く
じ
の
大
吉
札
を
持
ち
帰
る

空
を
飛
ぶ
ド
ロ
ー
ン
駅
は
ど
こ
で
す
か

ど
こ
ま
で
も
続
い
た
線
路
散
る
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

藤
人

勘
定
に
な
る
上
役
消
え
て
い
た

サ
ー
カ
ス
が
来
て
い
た
頃
の
駅
広
場

敗
戦
忌
未
だ
残
れ
る
不
発
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

羊
川

嬰
児
は
拳
の
中
に
握
る
運

見
送
っ
た
こ
こ
が
あ
な
た
の
始
発
駅

赤
ち
ょ
う
ち
ん
皆
お
ん
な
じ
座
る
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

朗
風

持
ち
歌
を
上
司
に
ゆ
ず
る
バ
ス
の
中

さ
ま
ざ
ま
な
別
れ
み
て
い
る
風
の
駅

ア
イ
ド
ル
に
明
日
の
運
命
線
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

汗
水
を
肥
や
し
に
運
の
実
が
熟
れ
る

人
間
の
欲
望
止
め
る
駅
が
無
い

君
が
代
は
上
司
の
視
線
気
に
歌
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

川
魚

出
世
す
る
た
め
上
役
へ
振
る
シ
ッ
ポ

五
能
線
通
過
す
る
駅
花
リ
ン
ゴ

転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
ず
掴
む
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
行
々
子

強
運
も
災
い
も
無
く
日
々
息
災

行
き
止
ま
り
振
り
返
り
見
て
始
発
駅

上
役
は
米
つ
き
バ
ッ
タ
に
餌
を
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
谷　

結
城

我
が
家
に
も
上
司
の
様
な
妻
の
声

海
鳥
に
旅
路
せ
か
さ
れ
潮
の
駅

手
の
裏
の
し
わ
を
数
え
て
運
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
川　

川

最
高
の
調
子
で
妻
は
歳
を
取
り

　

８
月
25
日
（
火
）
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
心
の
駅･

な
る
み
主
宰
で
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
鳴
海
敏
之
氏
を
講
師
に
招
き
、

『
一
期
一
会
〜
金
子
み
す
ゞ･

心
の
宇
宙
』

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
よ
る
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩

の
朗
読
を
交
え
て
の
講
話
に
受
講
生
は

耳
を
傾
け
、
ま
た
講
師
の
奏
で
る
オ
カ

リ
ナ
の
音
色
に
も
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
３
日(

木)

、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
、
劇
団
風
の
子
に
よ
る

「
く
ま
の
子
ウ
ー
フ
」
の
公
演
を
、
町
内

３
小
学
校
の
児
童
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ウ
ー
フ
が
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
、
感

じ
、
発
見
し
て
い
く
た
び
に
子
ど
も
た

ち
は
驚
い
た
り
笑
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
楽
器
や
絵
を
使
っ
た
表
現

も
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
５
日(

土)

ふ
れ
あ
い
ず
ー
む
館

に
お
い
て
、
ウ
ィ
ー
少
年
少
女
合
唱
団

＆
さ
わ
や
か
ラ
ブ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
の
合

唱
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
唱
団
は
、
昔
話
の
童
謡
を
元
気
に

歌
い
、
ラ
ブ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
は
、
「
赤

と
ん
ぼ
」
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

合
同
合
唱
で
は
、
元
気
で
か
わ
い
ら

し
い
歌
声
と
美
し
い
歌
声
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

観
客
も
一
緒
に
歌
う
場
面
も
あ
り
、

和
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

①
東
天
書
道
会
創
立
55
周
年
記
念

　

第
８
回
「
未
来
の
家
宝
展
」

◆
日
時　

　

10
月
９
日(

金)

　
　
　
　
　

〜
10
月
12
日(

月
・
祝)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

②
「
工
藤
ぬ
い
と
籐
の
世
界(

仲
間
た
ち)

」

◆
日
時　

　

10
月
16
日(

金)

〜
10
月
25
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◆
休
館
日　

10
月
19
日(

月)

①
②
共
通
事
項

◆
会　

場

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

◆
入
館
料　

無
料

◆
お
問
合
せ

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

☎
65
ー
４
５
６
７

藤崎町図書館
　　　　大夢
　75－2288としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎最新着図書
☆一般図書

○「地方創生ビジネスの教科書」　　増田 寛也‖監修・解説

○「食品加工が一番わかる」　　　　　　　　永井 毅‖監修

○「農家の手づくり野良着」　　　　　　　　　農文協‖編

○「話す力」自分の言葉を引き出す方法　　D.カーネギー‖著

○「老妻だって介護はつらいよ」　　　　　　沖藤 典子‖著

○「ﾓﾝﾃｯｿｰﾘ流「自分でできる子」の育て方」　神成 美輝‖著

○「ディズニーレインボールームモチーフ＆アクセサリー」

藤江 雪絵‖著

○「海のまほろば」 神と呼ばれた「大和」艦長森下信衞

秋月 達郎‖著

○「悪道　五右衛門の復讐」　　　　　　　　森村 誠一‖著

○「厭世マニュアル」　　　　　　　　　　阿川 せんり‖著

○「港、モンテビデオ」　　　　　　　　　いしい しんじ‖著

○「フォアビート・ノスタルジー」　　　　　石原 慎太郎‖著

○「あなたの空洞」　　　　　　　　　　　伊藤 たかみ‖著

○「残業税」　　　　　　　　　　　　　　　　小前 亮‖著

○「となりのセレブたち」　　　　　　　　　篠田 節子‖著

○「景気を仕掛けた男」「丸井」創業者・青井忠治　出町 譲‖著

○「ストリート・クリスマス」Ｘの悲劇‘８５　古野 まほろ‖著

○「わが闘争 父の死」　カール・オーヴェ・クナウスゴール‖著

☆児童図書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○「げんこつやまがあったとさ」　　　　　間所 ひさこ‖さく

○「はっきょいどーん」　　　　　　　　やまもと ななこ‖作

○「いいこにして、マストドン！」　　　　ミカエラ・チリフ‖文

○「トミカ超図鑑デラックス」　　　　　　　ポプラ社‖出版

○「おしりたんてい」　　　　　　　　　　トロル‖さく・え

○「イスタンブルで猫さがし」　　　　　　　　新藤 悦子‖作

○「失われたものたちの本」　　　　　ジョン・コナリー‖著

☆郷　土

○「おひさまジャム果風堂」　　　　　　　高森 美由紀‖著

○「北極と南極 」　　　　　　　　　　　　田邊 優貴子‖著 

ほか

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会　　　　　　　　　　　　　　

・・い　　つ　１０月１０日(土)　午前10時～午前10時45分

・・ど こ で　常盤生涯学習文化会館　児童室

・・おはなし　ときわっ子本の会

　テーマ：「収穫の秋、食欲の秋、スポーツの秋、そして

　　　　　   読書の秋、実り豊かな秋を感じてね！」

　　　　　　　本を見ないで、ことばだけで物語をお話しします。

・・対　　象　 小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、

　開始時間前までにおいでください。

☆定例おはなし会「おはなしのとびら」

・・い　　つ　１０月１７日(土)　午前１０時～午前１１時

・・ど こ で　藤崎町図書館　児童室

・・おはなし　わっこの会

　テーマ：『おはなしのくにからメッセージ』

　　　　　・「旅の絵本Ⅴ　スペイン編」

　　　　　・「ブレーメンのおんがくたい」

　　　　　・「やまんばのにしき」　ほか

・・対　　象　 小学生、その他おはなしの好きな方

◎藤崎町図書館 大
たい む

夢 休館日
☆10月の休館日

　５日(月)・１２日(月・祝)・１３日(火)・１８日(日)

２６日(月)・３１日(土)

※毎月末日は図書整理のため、休館となります。

　休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却

ポストをご利用ください。

◎「秋の映画上映会」開催のお知らせ
○日　　時　１１月１日(日)　

　　　　　　午後１時３０分～午後３時３５分

　　　　　　(午後1時１０分開場)

○場　　所　ふれあいず～む館　2階

○上映作品　『命のビザ』

　　　　　　六千人のユダヤ人を救った日本領事の決断

○参 加 費　無　料　※申し込み不要

○対　　象　どなたでも鑑賞できます。

　　　　　　当日先着5０名

◎リサイクルブックフェアを開催します
・期間：10月27日(火)～11月８日(日)

・場所：ふれあいず～む館　展示ホール

　　図書館で除籍となった資料・雑誌、リサイクル用図書を
　差し上げます。※無くなり次第終了

藤崎いきいき生活大学のお知らせ
１０月開催講座
○籐工芸　～籐工芸を楽しむ～
　「常盤ふるさと資料館あすか」において、10月16日(金)～25日(日)の間、「工藤ぬいと籐の世
界(仲間たち)」が開催されます。作品を鑑賞しながら籐かご作りに挑戦してみませんか。

◆日　　時　１０月２３日(金)　午前１０時～午後３時　(作品完成次第、順次終了します。)

◆場　　所　常盤ふるさと資料館あすか

◆講　　師　日本バスケタリー作家協会会員 工藤 ぬい 氏　　◆参 加 費　1,000円
◆募集人数　先着10名　　◆準 備 物　はさみ、霧吹き、メジャー、エプロン、タオル

◆お申込み　材料費を添えて10月16日(金)までにお申込みください。
　　　　　　サンプルは常盤生涯学習文化会館にあります。

※締切日以降のキャンセルは返金できません。

○知って得するお金の話①やさしい　相続・贈与の基礎知識
　平成27年１月１日より相続税が変わっています。なかなか難しい相続と贈与ですが、わかり
やすく学ぶことができます。もしもの時にあわてないように、今から備えましょう。

◆日　　時　１０月３１日(土)　午前１０時～午前１１時３０分　　 ◆場　　所　町文化センター

◆講　　師　ファイナンシャルプランナー　小舘 共一 氏　　◆受 講 料　無料

◆募集人数　50名　◆お申込み　10月22日(木)までにお申込みください。

　　 ■申込・お問合せ　常盤生涯学習文化会館　☎65ー3100　　町文化センター　☎75ー3311

2015.第69回　読書週間　10／27～11／9

　　　　　　　標語『いつだって、読書日和』
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10
月
18
日(

日)　

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　

ス
テ
ー
ジ(

技
能
発
表)

イ
ベ
ン
ト

　
　

10
月
18
日(

日)

　
　

午
後
１
時 

〜
午
後
４
時

◆
場　

所

　

ヒ
ロ
ロ
３
階　

ヒ
ロ
ロ
ス
ク
エ
ア

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

◆
主
な
イ
ベ
ン
ト(

予
定)

　

押
し
花
ア
ー
ト
展
、

　

手
作
り
の
革
製
品
、

　

親
子
で
作
る
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
製

　

作
体
験
、
マ
ジ
ッ
ク
笑(

シ
ョ
ー)

、

　

初
心
者
の
た
め
の
こ
ぎ
ん
刺
体
験
、

　

フ
ェ
イ
ク
ス
イ
ー
ツ
の
展
示
、

　

手
回
し
発
電
機
で
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
、

　

折
り
紙
製
作
体
験
、
剣
舞
、

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
体
力
向
上
、

　

む
が
し
っ
こ
語
り
、

※
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
無
料
で
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

津
軽
広
域
連
合

　

「
津
軽
の
名
人
・
達
人
」
ふ
れ
あ
い

　

  

ま
つ
り
係

☎
31
ー
１
２
０
１

　

Mr.
マ
サ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

「
ま
ち
か
ど
科
学
館(

仮
称)

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
」
講
師
陣
に
よ
る
楽
し

い
科
学
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　

時　

　

10
月
25
日(

日)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
日　

時

　

10
月
８
日(

木)

　

午
前
９
時
45
分　

藤
崎
保
育
所
集
合

　

午
前
10
時
出
発
〜

　

午
後
1
時
帰
着(

予
定)

◆
場　

所　

猿
賀
公
園(

平
川
市)

◆
対
象
者　

　

在
宅
の
未
就
学
児
と
保
護
者

◆
申
込
締
切　

10
月
３
日(

土)

※
参
加
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
持
ち
物　

飲
み
物
・
着
替
え

※
お
弁
当
・
敷
物
は
保
育
所
で
用
意

　

し
ま
す

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
75
ー
６
１
３
１

　

藤
崎
保
育
所　

☎
75
ー
３
３
０
５

◆
日　

時

　

10
月
16
日(

金)

　

開
場　

午
後
１
時　

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

◆
場　

所

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

◆
出　

演

　

藤
崎
小
学
校
４
年
生

　

藤
崎
中
央
小
学
校
５
年
生

　

常
盤
小
学
校
４
年
生

　

藤
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部　

　

明
徳
中
学
校
３
年
生

◆
入
場
料　

無
料　

【
お
問
合
せ
】

　

教
育
委
員
会
学
務
課

　

☎
69
ー
５
０
１
０

◆
場　

所

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

プ
ラ
ザ
棟

◆
内　

容

　

ブ
ー
ス
演
示

　

・
空
き
缶
分
別
マ
サ
ッ
ク
の
電
磁

　
　

誘
導
実
験

　

・
液
体
窒
素
で
遊
ぼ
う
！
超
低
温

　
　

の
世
界

　

・
ミ
ニ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

　
　

を
つ
く
ろ
う　
　
　
　
　

な
ど

　

ス
テ
ー
ジ
演
示

　

・
エ
コ
マ
ジ
ッ
ク

　

・
あ
っ
と
音お
ど

ろ
く
で
シ
ョ
ー
!!

◆
入
場
料　

無
料

【
お
問
合
せ
】

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
ー
３
８
８
３

　

電
気
設
備
な
ど
の
点
検
の
た
め
館

内
停
電
と
な
り
ま
す
の
で
、
10
月
４

日(

日)

は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
ー
３
８
８
３

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
も
親
子
で
の
バ
ス
遠
足
を
行
い

ま
す
。
秋
の
自
然
に
触
れ
、
お
友
達

と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

働
者
委
員(

労
働
組
合
役
員
等)

、

　

使
用
者
委
員(

会
社
経
営
者
等)

で

　

構
成
さ
れ
て
お
り
、
中
立
・
公
正

　

な
立
場
で
労
働
問
題
を
解
決
す
る
。

◆
費　

用　
　

無
料

◆
利
用
方
法　

　

随
時
受
付(

事
前
予
約
も
可)

【
お
問
合
せ
】

　

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
９
８
３
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
１
７
ー
７
３
４
ー
８
３
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.ao

m
o
ri.lg.jp/

　

sangyo
/jo
b/ro
i-so
dankai.htm

l

　

津
軽
広
域
連
合
で
は
、
生
涯
学
習

の
指
導
者
や
地
域
の
伝
統
文
化
・
技

術
な
ど
の
技
能
者
で
あ
る
「
津
軽
の

名
人
・
達
人
」
が
技
能
発
表
、
作
品

の
展
示
・
実
演
を
披
露
す
る
〝
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
〞
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
か

わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
も
応
援

に
来
て
く
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ご

近
所
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

展
示
・
体
験
イ
ベ
ン
ト

　
　

10
月
17
日(

土)

〜
18
日(

日)

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時(

両
日)

　

講
演
イ
ベ
ン
ト

　
　

10
月
17
日(

土)
　
　

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

・
青
森
行
政
評
価
事
務
所
職
員

○
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
行
政
相
談
委
員　

三
上　

一

・
人
権
擁
護
委
員

　

小
野
寺　

福
雄
、
浅
利　

克
、

　

榊　

彰
久

・
青
森
行
政
評
価
事
務
所
職
員

◆
相
談
例

　

年
金
、
登
記
、
環
境
衛
生
、
生
活

　

保
護
、
交
通
事
故
、
土
地
建
物
の

　

売
買
、
境
界
、
金
銭
貸
借
、
相
続

【
お
問
合
せ
】

　

総
務
課
行
政
係

　

(
内
線
２
２
０
６
、
２
２
０
７)

　

弘
前
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た

障
が
い
者
就
職
面
接
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

面
接
会
に
は
、
障
が
い
者
雇
用
を
考

え
て
い
る
事
業
所
が
多
数
参
加
し
ま
す
。

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

参
加
希
望
の
方
は
、
10
月
７
日(

水)

ま

で
に
お
問
合
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

10
月
21
日(

水)

　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時
30
分

　

※
午
後
0
時
30
分
よ
り
受
付

◆
場　

所

　

ホ
テ
ル　

ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前

【
お
問
合
せ
】

　

弘
前
公
共
職
業
安
定
所

　

専
門
援
助
部
門

　

☎
38
ー
８
６
０
９(

４
５
＃)

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

に
生
じ
た
労
働
問
題(

解
雇
・
賃
金

引
き
下
げ
・
長
時
間
労
働
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど)

に
つ
い
て
、
青
森
県
労
働

委
員
会
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
お
よ
び
開
催
場
所

①
10
月
５
日(

月)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

　

む
つ
市
役
所

②
10
月
６
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

　

青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム

③
10
月
７
日(

水)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

　

ユ
ー
ト
リ
ー

④
10
月
８
日(

木)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

⑤
11
月
５
日(

木)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

青
森
県
労
働
委
員
会

　
(

県
庁
向
か
い 

み
ど
り
や
ビ
ル
７
階)

⑥
12
月
１
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

青
森
県
労
働
委
員
会

　

(

県
庁
向
か
い 
み
ど
り
や
ビ
ル
７
階)

◆
対
象
者

　

県
内
の
労
働
者
、
事
業
主

◆
相
談
員

　

青
森
県
労
働
委
員
会
委
員

※
青
森
県
労
働
委
員
会
と
は
、
青
森

　

県
の
行
政
機
関
の
一
つ
で
、
労
働

　

問
題
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
持

　

つ
、
公
益
委
員(

弁
護
士
等)

、
労

　

不
正
軽
油
と
は
、
脱
税
を
目
的
と

し
て
、
軽
油
に
重
油
や
灯
油
を
混
ぜ
、

軽
油
と
偽
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

不
正
軽
油
の
製
造
・
販
売
は
も
ち

ろ
ん
、
使
用
し
た
人
も
10
年
以
下
の

懲
役
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

が
課
さ
れ
る
な
ど
、
重
い
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部

　

☎
32
ー
１
１
３
１

　

(

内
線
２
２
８
、
２
７
８)

　

「
行
政
相
談
」
と
「
人
権
問
題
」
に
つ

い
て
、
合
同
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

行
政
と
人
権
に
対
す
る
意
見
・
苦

情
・
困
り
ご
と
や
要
望
な
ど
を
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日　

時　

　

10
月
21
日(

水)

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
お
よ
び
担
当
者

○
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
行
政
相
談
委
員　

加
福　

ち
ゑ
子

・
人
権
擁
護
委
員

　

藤
田　

洋
、
荒
谷　

百
合
子
、

　

木
村　

義
治

・
司
法
書
士　

藤
本　

祥
平

平
成
27
年
度
津
軽
地
域
障
害
者

就
職
面
接
会
の
ご
案
内

役場（75－3111） 常盤出張所（65－2111） 上下水道課（75－6025） 教育委員会　　(69－5010） ふれあいずーむ館（75－2288） 常盤生涯学習文化会館（65－3100） 町文化センター（75－3311）

「
津
軽
の
名
人
・
達
人
」
ふ
れ
あ
い  

  

ま
つ
り
開
催
の
お
し
ら
せ

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
！

10
〜
12
月
定
例
労
働
相
談
会

行
政
・
人
権
合
同
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

プ
ラ
ザ
棟
開
催
の
お
知
ら
せ

プ
ラ
ザ
棟
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

み
ん
な
で
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

楽
し
い
バ
ス
遠
足

第
37
回
藤
崎
町
立

   

小
中
学
校
音
楽
発
表
会

※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、
届
出
の
時
に
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓籍戸 の ８月届出分

10月の町税等の納期

納期限は１１月２日(月)です
●介護保険料　　　　　　　第４期

●後期高齢者医療保険料　　第４期

●町県民税　　　　　　　　第３期

●国民健康保険税　　　　　第４期

県内の交通事故概況

(８月31日現在)
８月中 前年比 年間累計 前年比

件数 313件 －18 2,424件 －236
死者 ３人 ＋１ 25人 － ３

傷者 392人 －43 3,021人 －270

町の人口と世帯数

８月31日現在 前月比

人口　男 7,233人 －３
　　　女 8,268人 －10
合計 15,501人 －13
世帯 5,877世帯 ±０

　

公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26
年
か

ら
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受

け
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
経
営
規
模
の
縮
小

を
検
討
す
る
貸
付
希
望
者(

出
し
手)

か
ら
機
構(

支
援
セ
ン
タ
ー)

が
農
地

を
借
り
入
れ
、
規
模
拡
大
し
た
い
借

受
希
望
者(

受
け
手)

に
、
ま
と
ま
っ

た
農
地
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

　

借
受
希
望
者(

受
け
手)

は
事
前
の

応
募
が
必
要
で
、
申
込
み
は
機
構

(

支
援
セ
ン
タ
ー)

の
ほ
か
、
役
場
農

政
課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

(

５
月
末
お
よ
び
10
月
末
に
取
り
ま

と
め
翌
月
に
公
表
さ
れ
ま
す
。)

　

ま
た
、
農
地
を
機
構
に
貸
し
た
い

貸
付
希
望
者(

出
し
手)

に
つ
い
て
も

同
様
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
か
ら
、
す
で
に
締
結

さ
れ
た
農
作
業
受
委
託
契
約
を
賃

貸
借
に
切
り
替
え
る
場
合
は
、
農

作
業
受
託
し
て
い
た
受
け
手
を
優

先
す
る
よ
う
貸
付
ル
ー
ル(

事
業

規
程)

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】

　

農
政
課
農
政
係(

内
線
２
２
４
５)

　

公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
ー
７
７
３
ー
３
１
３
１

農
地
の
借
受
・
貸
付
希
望
者
の

受
付
中

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

(　

）
内
保
護
者

葛　

野　

木
村　

早さ

ち智(

晋
也)

徳　

下　

笹
森　

 

翼
つ
ば
さ (

孝
明)

　

榊　
　

山
脇　

瀬せ

な奈(

和
馬)

福　

島　

幸
山
陽ひ

ま

り

真
璃(

大
輔)

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

緑　

町　

三
浦　

 

操  ( 

76 )

久
井
名
舘　

對
馬　

し
ま( 

89 )

白　

子　

相
坂　

武
彦( 

71 )

西
豊
田
三　

神
山　

郁
恵( 

37 )

林　

崎　

田
村　

き
せ( 

86 )

 
水　

木　

猪
股　

錠
二( 

82 )

舟　

場　

藤
本　

み
ね( 

84 )

朝
日
町　

清
水　

洋
一( 
79 )

藤　

越　

佐
藤　

金
男( 

79 )

中
野
目　

村
上
ノ
リ
エ( 

94 )

常　

盤　

早
川　

 

鋭  ( 

69 )

新　

町　

小
笠
原
せ
つ( 

99 )

館
川
町　

大
谷　

つ
ま( 

97 ) 

　

榊　
　

三
上　

た
み( 

93 )

常　

盤　

小
野　

義
勝( 

79 )

伝　

馬　

五
十
嵐　

凉( 

76 )
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■材料 ( ４人分 )■材料 ( ４人分 )

　・ごぼう　200g　　 ・人参　100g　・さやいんげん　30g　・ごぼう　200g　　 ・人参　100g　・さやいんげん　30g
　・鶏むね肉　200g　・サラダ油　小さじ 2(8g)　・鶏むね肉　200g　・サラダ油　小さじ 2(8g)
　・しょうゆ　大さじ 2(30ml）　・しょうゆ　大さじ 2(30ml）
　　☆☆調味料調味料ＡＡ　　・かたくり粉　大さじ１(9g)　・酒、しょうゆ　各小さじ１(5ml)・かたくり粉　大さじ１(9g)　・酒、しょうゆ　各小さじ１(5ml)
　　☆☆調味料Ｂ　・水　1カップ (200ml)　・みりん　大さじ 2(30ml）　調味料Ｂ　・水　1カップ (200ml)　・みりん　大さじ 2(30ml）　
　　　　　　　・酒　大さじ 1(15ml)　　・砂糖　大さじ１(9g)　　　　　　　　・酒　大さじ 1(15ml)　　・砂糖　大さじ１(9g)　
■作り方■作り方

①皮をこそげたごぼうと人参は５㎜厚さの斜め切りにする。①皮をこそげたごぼうと人参は５㎜厚さの斜め切りにする。

②②さやいんげんは筋を取りのぞき、5㎜幅の斜め切りにし、色よくゆでて湯を切っておくさやいんげんは筋を取りのぞき、5㎜幅の斜め切りにし、色よくゆでて湯を切っておく。。

ふじさキッチンふじさキッチン ■お問合せ■お問合せ　福祉課健康係　福祉課健康係
　　　　　　( 内線 2122)　　　　　　( 内線 2122)

１日３食、野菜を食べよう！１日３食、野菜を食べよう！

旬を味わう旬を味わう「ごぼうのうま煮」「ごぼうのうま煮」

③鶏肉は大きめの一口大のそぎ切りにしてAを合わせて下味を付けておく。③鶏肉は大きめの一口大のそぎ切りにしてAを合わせて下味を付けておく。

④フライパンにサラダ油を熱し、③の鶏肉を焼く。表面に焼き色がついたら一旦取り出す。＊完全に火が通っていなくても大丈夫。④フライパンにサラダ油を熱し、③の鶏肉を焼く。表面に焼き色がついたら一旦取り出す。＊完全に火が通っていなくても大丈夫。

⑤④のフライパンに油を足さずにごぼうと人参を入れて炒め、油が回ったらBを入れて煮る。⑤④のフライパンに油を足さずにごぼうと人参を入れて炒め、油が回ったらBを入れて煮る。

⑥⑥野菜が柔らかくなったらしょうゆを加え、野菜に少し色がついたところで④の鶏肉を戻し、煮汁をからめながら汁気が少なくなるまで煮る。野菜が柔らかくなったらしょうゆを加え、野菜に少し色がついたところで④の鶏肉を戻し、煮汁をからめながら汁気が少なくなるまで煮る。

⑦最後にゆでたさやいんげんを入れ、一炒めしたらできあがり。⑦最後にゆでたさやいんげんを入れ、一炒めしたらできあがり。

＊＊ごぼうは皮の近くに栄養が多いため、皮をむかず、たわしや包丁の背で表面をこそげ落としましょう。また、あく抜きをする際は酢水にごぼうは皮の近くに栄養が多いため、皮をむかず、たわしや包丁の背で表面をこそげ落としましょう。また、あく抜きをする際は酢水に

　つ　つける時間を5分以内にし、ポリフェノールやうま味の流失を防ぎましょう。ける時間を5分以内にし、ポリフェノールやうま味の流失を防ぎましょう。
＊鶏肉は加熱しすぎるとかたくなるので注意しましょう。＊鶏肉は加熱しすぎるとかたくなるので注意しましょう。

弘前美術作家連盟弘前美術作家連盟
藤崎移動展開会式藤崎移動展開会式
とと席上揮毫(きごう)席上揮毫(きごう)
のお知らせのお知らせ
◆日　時　１０月３０日(金)午前９時
※開会式終了後、弘前美術作家連盟委員長 吉澤秀香氏　
　による席上揮毫(きごう)を行います。
　どなたでも観覧できます。
　この機会に皆様お誘い合わせの上、ご来場
　ください。
　　　　　　　　　　■お問合せ　
　　　　　　　　　　　常盤ふるさと資料館あすか
　　　　　　　　　　　65－4567

　日本一の出荷量を誇る青森県のごぼうは香りや風味が良く、シャキシャキとした食感が特徴で、高品質なごぼうとして市場か　日本一の出荷量を誇る青森県のごぼうは香りや風味が良く、シャキシャキとした食感が特徴で、高品質なごぼうとして市場か

ら評価を得ています。ら評価を得ています。

　　ごぼうの栄養として一番よく知られているのが食物繊維です。食物繊維は腸内環境を整え、便通をよくしてくれたり、糖やコレステロールごぼうの栄養として一番よく知られているのが食物繊維です。食物繊維は腸内環境を整え、便通をよくしてくれたり、糖やコレステロール

を吸着して排泄し吸収されにくくしてくれます。また、体に有害な活性酸素を分解して生活習慣病を予防するポリフェノールも含んでいます。を吸着して排泄し吸収されにくくしてくれます。また、体に有害な活性酸素を分解して生活習慣病を予防するポリフェノールも含んでいます。

ただ、β(ベータ)カロチンやビタミンCの含有量がかなり少ないので、多く含む食品と組み合わせて摂るとよいでしょうただ、β(ベータ)カロチンやビタミンCの含有量がかなり少ないので、多く含む食品と組み合わせて摂るとよいでしょう。。

　大地の香りと素朴なうま味、独特な歯ごたえをたっぷり味わいましょう。　大地の香りと素朴なうま味、独特な歯ごたえをたっぷり味わいましょう。


